
医学科教務学生係 

  

学生 

未使用の針刺し等 

感染性がない場合でも

必ず報告すること 

 
 

 

 
令和４年９月７日  医学科教務学生委員会 決定 

医学科臨床実習における血液・体液による針刺し・切創、皮膚・粘膜曝露後の報告フローチャート 
 

 

 

 

 

 

 

①速やかに曝露部位を十分に洗い、 

医学科教務学生係（TEL: 078-382-5205）に報告する 
 
 

⑤「学生の事故報告書」を作成させる 

※針刺し事故の場合は「針刺し曝露報告書」もあわせて作成させる 
 

 

 
 

 

②実習診療科の担当教員に

状況を確認する 

③感染制御部（内線 5531）に

状況を報告し、検査・受診の

必要性等の指示を仰ぐ 

④検査受診が必要な場合は

患者 ID（KOSMIC ID）を 

医療情報部（内線 6552）に

確認する 

 

 

◆対応にあたっての注意点◆ 

（１）出血が止まらないほどの受傷の場合は、救命救急センターを受診させる。 

（２）曝露の可能性がある場合は、感染制御部の指示を仰ぐ。 

（３）「針刺し曝露報告書」は、KOSMIC のアプリ「針刺し曝露報告書入力」から作成させる。 

実習担当教員 

   

医療情報部 感染制御部 


